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自分の病気を治すのは自分の免疫だけです。 

リバウンド中の方の経過報告。 
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私が潰瘍性大腸炎と診断されたのは今から１０年前のことです。急な引越し

で環境が変わったことなどストレスが原因だったと思います。直腸型でアサコ

ール６錠と悪化するとペンタサ坐薬を使いながら仕事も普通にできました。２

ヵ月ほど薬を服用していると症状もなくなりました。それから３年おきに寛解

→再燃を繰り返すのですが少しの下血と腹痛くらいなのであまり病気のことは

気にしていませんでした。 

ところが２０１５年１０月、薬が効かなくなったようで下血も止まらずお腹

も痛くて仕事も出来なくなり、医師からは「入院してステロイドの治療を。」と

言われました。最後には大腸摘出の話まで出ました。勉強不足で自分の病気の

ことや薬のこともあまり良くわかっていませんでしたが、ステロイドがいい薬

ではないことは知っていました。潰瘍性大腸炎は一生治らないと言う医師の説

明にも納得できませんでした。入院も断りきちんと服用しているのに悪化する

なら意味がないと薬もやめてしまいました。自己判断でとんでもない事をした

と思います。当然症状は悪化して一日３０回のトイレは毎回真っ赤で熱は下が

らないし水も飲めなくなりました。 

そんな時、何とか潰瘍性大腸炎が完治する方法はないかと検索していて見つ

けたのが松本医院でした。たくさんの手記を読みました。難病を克服している

方がいる、潰瘍性大腸炎が治るって言う先生がいる。「病気を治すのは自分の免

疫だ。」と書いてある・・・。私も治るかもしれない。実家からなら近いしこの

病院に行くしかない。母に相談するとその日のうちに弟が車で迎えに来てくれ

ました。名古屋から実家の京都まで全てのパーキングエリアのトイレに寄りな

がら帰りました。 

松本医院の様子は皆さんがお書きになっている通りで待合室はとても混んで

いました。その頃の私は座っているのも辛く小さなお子さんを連れたお母様に

「良かったらここで横になってください。」と席を譲っていただくほどでした。

診察もベッドに横になった状態で受けました。診察が始まり、勝手に薬を止め
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たことを話すと「おまえは死にたいんかっ？！」と怒られました。血液検査の

結果ＣＲＰは３３もありました。何度も握手して「自分の病気を治すは自分の

免疫だけやで。」と励ましていただきました。今までほかの病院で「潰瘍性大腸

炎は一生治らない。漢方なんかで絶対に治らない。」と言われていたのでとても

嬉しかったです。 

漢方を処方していただいたもののそれを煎じる元気もなく、全て母にお願い

しました。飲み始めてすぐにお粥が一口食べられるようになりましたが、なか

なか思うようには効いてきませんでした。体重は５キロ減りました。信頼でき

る先生と出会えて治ることしか考えていなかったので不安になることはありま

せんでしたが、激痛と１日３０回くらいのトイレで熟睡できず辛かったです。

３ヵ月程経ってやっとトイレの回数が少し減ったくらいです。下血もあるので

貧血もひどくずっと寝て過ごしました。 

ゆっくり時間をかけて少しずついろんなことが出来るようになりました。座

ってテレビを見ることが出来たり、買い物に行くことが出来るようになりまし

た。半年経ってやっと週２回のパートができました。ＣＲＰも正常範囲内で安

定しています。１年経った今ではフルタイムで仕事もしています。外食もして

います。お腹はたまに痛くなりますがトイレで困ることはありません。貧血で

クラクラするようなこともなくなりました。 

ここまでくればもうあと少しだったのですが、今悩みながら手記を書いてい

ます。このまま完治すると思っていましたが現在辛いリバウンドの真最中です

（笑）ストレスが原因だと思います。仕事が忙しく先生には頑張るなと言われ

ていたのに頑張りました。頑張らなきゃいけない事情もありましたが、自分の

体を大切に出来なかったことを反省しています。下血や腹痛、下痢などの症状

は免疫が戦ってくれているのだから私も自分の免疫を信じて耐えるしかありま

せん。先生に電話をするとアシクロビルをもっと飲むように言われ増やしまし

た。するとそれまでの頭痛、胃痛、関節の痛みが嘘みたいになくなりました。

やっぱりヘルペスのせいなのですね。アシクロビルは保険が利かないのがほん

とに残念です。 

私はＴｗｉｔｔｅｒで同じ病気の方と交流を持っています。松本医院や漢方

のことをよく質問されます。私の経験したことを正直に話すのですが、みなさ

ん標準治療から抜け出せない理由のひとつに「保険が利かない」というのがあ

るように思います。みんな病気を治したくて病院へ行くのに医師からは一生治

らないと言われてステロイドや免疫抑制剤を投与されます。それじゃ本当に一

生治らないよ・・・と悲しくなります。 

今は外出することも出来ずひとりで耐えるのは辛いですがＴｗｉｔｔｅｒを

通して松本医院へ通院されている方と情報交換したり、もう完治された方など

に励ましていただいたりしながら頑張っています。今度こそ完治できるように

松本先生、もう少しよろしくお願いいたします。
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